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裕川掃東南面閲(1)から〔土合Illの錬提供〕

河内洋佑･猪木幸男

昭和8年の上越線開通以来約400人の生命をうばっ

た谷川岳のミ魔の山ミとしての名はあまりにも高い.

その故かどうかは知ら狂いがこの付近の地質の知識は

現在日本でもっともおくれた地域の一つといっていいほ

ど空白のままに残されている.谷川岳の山頂に結晶

片岩が露出していることがつい数年前に報告されたば

かりだしまた谷川岳の東側にあたる利根川の水源地域

に三畳紀の地層が広く分布していることがたしかめら

れてからもまだ7･8年しかたっていない.

魔の山と恐れられているとはいっても実は普通の

コｰスから登るかぎり何の変哲も危険もない平凡な山

である.ことに3年ほど前に谷川岳ロｰプウエイ

が開通して以来その先のチェアｰリフトも利用すれば

1490mの天神峠の上まで全く歩かずに

行けるようになった.登山をかねた地

質見学には絶好のコｰスが開けたわけで

ある.天神峠の頂上から谷川岳山頂ま

では普通に歩けぱおよそ2時間のゆ

るやかな登りの道のりである.天神峠

の下の天神平にはロッジや休けい所も完

備しておリ冬はスキｰ春はしゃくな

げや高山植物見物秋は紅葉狩りの人々

でにぎわっている
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谷川岳に登りはじめる前にまずこの

あたりの地質の大要をざっと眺めてみよ

う.谷川岳の山頂ははじめに書いたよ

うに結晶片岩からできているが1⊥1体

の大半は蛇紋岩と古生層(?)からできて

いる.蛇紋岩は主として茂倉岳から一の倉岳をへて谷

川岳と南北に連なる主稜とその東西両側を占めている.

主稜の東側には名高い一の倉沢をはじめとしてマチ

ガ沢山の沢などの大岩壁が連なっている..

これらの岩場は大半蛇紋岩とそれに関連ある岩石

類からできているとみ放してよい.古生層(?)は天神

峠から谷川1⊥順に至る天神尾根に広く露出しているが

天神平から高倉山にかけてと一の倉岳付近から北方へ

かけての稜線には中生層といわれている黒色の頁岩と

砂岩の互層が広く分布しておリ茂倉岳の頂上には新

第三紀の地層がこれをおおっているといわれている.

この中生層といわれるものはあるいは利榔11水源地域

の三畳紀の地層のつづきであるかもしれない.谷川岳

の1⊥1麓を占めているのは各種の花開岩類である.谷

川岳の東面で見ると花開岩類の分布地域と蛇紋岩の分

布地域とは地形的に著しく対象的で前者が比較的ゆる

やか低地形を示すのに蛇紋岩夢)分布地城になるや否や

傾斜がひどく増しておりその奥ばは大岩嬢をいだいて

いる､待川舟がかくもすばらしい岩¢)殿堂を形遣る要､

閑の一つはこのよう枚岩石の違いに帰せられるべきで婁

泌う｡もちるん冬期の大鱒量と偏西風脈脈1

衿川舟ク)東繭グ)持壁が雪崩匁とで磨かれたことはいう茨､

でも扱いが｡

も㍍ら鴛ふぷ㌶㍗い

･乃では考えられ扱いのだが谷川岳では山麓に現わ

れている花陶岩によって内かれ(接触変成作用をうけ

ていて)印σ)鉱物は再結晶しているのでそのために

ふつうの場合と全く異匁りた風化に対する抵抗を示すの

である.この意味で蛇紋岩と呼ぶよりは正確には�
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蛇紋岩起糠のホノレンフェノレスと呼ぶべき

であるかもしれない.
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温泉で名高い水上駅を離れた汽車は

間もなく右手に利根川本流を見送り

一段高いゆびその駅に向ってルｰプトン

ネルに入って行く.現在新清水トン

ネルがゆびその手前から掘られていて

遠からずこのルｰプトンネルは下り専用

になる予定といわれている.ゆびその

あたりまでくると車窓左手に耳二つと

も呼ばれる谷川岳の二つにわかれた頂上

がみえかくれする.夜行列車でくれぱ

このあたりで山頂の天気をうかがい柾が

ら山に入る前のあわただしいが緊張し

た気分を味わうところである(写真1).

土合の駅に入る直前に湯槽曾川を埋め蝋3図谷川

て新清水トンネル掘さくのズリが出ているのが見える.

地下の地質をうかがい知るのにはまたとたい機会なので

駅から数分もどらねぱならたいがズリ捨場の石をたた

いてみるとよい.私たちが行った時(1964年9月中旬)

にはズリはおもに有英閃緑岩であった､一部には籍

しく珪化したものや巌鉄鉱の鉱梁した)沌どもあ!)

少鐙ではあるが花陶斑堵もあった吉これから察すると

!い体の主要部を構成する蛇紋揚類はこのトンネルのレ

ベルでは出ていない(つ象り蛇紋岩は花開岩類の上にの

一､;かっている根匁しの堵体で大き抵捕獲岩のような形を

してか)トン率ルは下の花崩岩類ダ沖だけを掘ってい

るという考え方)のかあるいはまだ蛇紋岩につき劣

るまでトンｰネルが捌1)進んでい扱いのかのどぢらかであ

るう.今後このズリ捨て揚にどん瓶石が捨てられるか

はたいへん興味深い.

さて登山シｰズンならば駅の裏手に臨時改札μが
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開いていてせまいさくの間を抜けて一登りすると県営

土合山の家の前へ出る(写真2).ここには新潟県側の

高波吾策氏と並んで谷〕l1岳の主として知られている中

島喜代志氏が管理人としておられ宿泊やらコｰスの案

内やらいろいろと親切にしてくださるからはじめて

θ)人はここで糠子を闘いて行くとよい.

谷川将登山指導所夢)看板の掲げられた谷川揖警備隊の

梛には当肖の登山背数などび)掲示お並んで昭和8年

以来の遭難者の数が麗冷しく表示されていて準備不充

分抵登山背に雑書の欝皆を与えている(写真314).

欝備隊の前からバス遺脇伝いは薄黒沢の湧一プゥ皿イ

の1)揚裳ではほんの20分ぐらいである｡ゆびそ川を

渡る傭のすぐ羊碗¢)遠路わきび)カ:ンティングで粗粒の

花筒岩の露頭をたたいて行こう｡実は小皿し駅前から

回一プウェイまで直通夢)ハ沢が尚ているのだカ･この花

⑪､脳線泌レ側切ぴ制㈱w)せ伽殿脈)山ゆ燦雛父繍榊隔が榊申沈ξ･

縮れ帖蛇蜜甘姑･かれれ鮎･い鮒鮒泳ト淋冷エ嬢豪蹄灼砧い

⑳繊潟徴太食1;1を)練

ここヴ)主は谷川笛圭としてあ蒙りに達,禽省な

11リ彫喜代志氏である�
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崩岩を叩くためにわざわざ土合から歩くことにしたので

ある.この花開岩は中生代末のものと信じられている

が今日の天神尾根一山頂一西黒尾根のルｰトではこ

こにしか見られない.この花商岩には割れ目に沿って

ひどく黄鉄鉱が鉱染している.

バス道路の左手下にたくさんの遭難碑が並んでいる

(写真6).かつてここに立てられてあったコンクリｰ

ト造りの｢山の鎮｣の像はこのバス道路ができたため

に少し上手に移されている(写真5).道路わきのカ

ッティングの赤土は東京の山手台地のがけに見られる

関東ロｰムと同じく過去の火山灰層である.

遣が左手へ回り込んでロｰプウエイが見えてくるあ

たりから道はだの露頭はすべて石英閃緑岩と呼ばれてい

る岩石になるが輝石類が少なく石英斑編岩としている

人もいるようだ.これは谷川岳の下半分を作ってい

る岩石であう先刻みた粗粒花闇岩が中生代後期のもの

であるのに対してそれよりもあとで新第三紀のものと

いわれている.ロｰプウエイは11人乗りで締麗な声の

ガイドさんが同乗してくれるが地質の方の説明はさっ

ぱりない.眼下に主として石英閃緑岩からなる西黒沢

を見下しながらゴンドラはじわじわ登リ約20分間で

天神平へ着いてしまう(写真7).東の方には笠朝

目白毛門などの山をはじめとして右手へ遠く尾瀬の

至仏山(全山ほとんど蛇紋岩からなる)などが望まれる.

天神平(写真8)は西黒沢の一支流である田尻沢の源

頭にあるはなはだ妙な地形でちょっと崩れかけたカｰ

ルのような感じがする.ロｰプウエイでいきたり天神

平にっいてしまうとそれほど感じないかもしれたいが

西黒尾根などからのぞむと高倉山と天神尾根にかこま

れたわりあい平坦在地形でどうしてできたのか理解

に苦しむ.先ほど山麓でみたロｰム層がうすく地表を

おおっている.この外には堆積物はない.もとは熊

笹の密生したゆるい斜面だったのだがスキｰ場にする

ために整地が進行してv･て天神平の東半分(高倉山側)

には中生層といわれている真黒なシノレト岩砂岩や塩

基性凝灰岩の砕片が散らばっている.これらの岩石は

⑤r111の鎖｣の機長沼孝三氏作

もとは写真⑥にみるような遭難碑に囲ま

れていたがケｰブルの開通に伴い道路ぎ

わのよく見えるところに移された

(鋤

登I｣｣口にある絆馬県警

と水.ヒ山岳会の警佛事

務所シｰズン:こ絃欝

衡刺伽)べ矛茅ンが欲

雛し篶嶋

④谷川届登1⊥1口にある伝書板遭難者など")

統語十がu』ているのがいかにも谷川脹〔･Lい

⑥土合クムの下等宥燦に多数の遭難碑が立ちなら

び無謀な登μ1者に無官の響告を与えている�
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顕微鏡で調べてみると花開岩の熱で変成しており'なか

には董青石紅柱石ホノレンフエルスに狙ったものもある.

ロｰプウエイの終点の西方から天神峠の頂上までチ

ェアｰリフトが動いている.地表スレスレに運んでく

れるので屋元に目をこらして見て行くと頂上まです

べて蛇紋岩である(写真9).顕微鏡で調べるとこの蛇

紋岩は先のシルト岩放とと同じく熱変成作用をうけて

直閃石(角閃石の一種)たどができていることがわかる.

天神峠の頂上はすこぶる見晴しがいいが中でも目

をひくのは今まで見えなかった酉の方の山々の姿であ

る.鋭く天を突くオジカ沢の頭と呼ばれるピｰクの南

面には姐鹿(マナイタグラ)とか幕岩などの岩壁がそ

そり立っている.ここでマナイタグラという地名が出

てきたが谷川岳周辺にはこのほかお板じみの一の念

とか茂倉岳とかクラという地名が多い.これは

岩壁の意味である.

さていよいよ天神屋根を自分の足で歩きながらの地

質見学のはじまりである.谷川岳の名におじけをふる

う人々もここまできて天神尾根を自分の目でながめれ

ばなんだただの登山道じゃないかと思うだろうがそ

の通りゆるいのぼり下りをくり返しながら次第に高ま

って行く灌木の中を通りぬけるのにすぎ粗いのである.

天神峠からまず北へ向って少し下らねばならない.そ

の下り口のところにわずかばかり塩基性岩(凝灰岩)が

転がっている.そしてその少し先からまた蛇紋岩に

なっている.蛇紋岩は超塩基性岩の一種で塩基性岩

とは見かけがかなり似ているのでうっかり歩くと兇の

がしかね狂い.塩基性岩の方がこい緑色で蛇紋岩の

方は黒に近い緑色であることなどで区別できるが表面

が風化して褐色に怒っているものはなかなか区別し

がたいだろう.300mほどで指導標が立っていて天

神平から歩いて上ってくる道と合するところ(田尻の頭)

にくる.この少し手前までが蛇紋岩でまた指導標の

直前には塩基性岩が見られる.付近には塩基性の深

成岩である斑れい岩も転がっている.道の合するとこ

ろからしばらく1448mの独立標高点を越えてずっと酉

まで砂岩や粘板岩を主とした地層が連続している.

この中には時々珪質粘板岩チャｰト緑色の凝灰岩

などがはさまれている.粘板岩や砂岩はさきほど天

神平の東部にちらばっていたものとくらべて大分片状で

もめている.このような見かけのちがいと塩基性岩

をはさむことなどからこの地層は利根川上流の中生代

三畳紀の地層のつづきではなく古生層ではないかと思

われる.

やがて突然遣ばたに転がっている石が丸くまた白

っぽくなる.避難小屋まで2～300mのところである.

岩石が変ったのに気づかずやり過ごしてしまったらち

っとの手間だもどってみよう.細粒の黒雲母を含ん

だ石英閃緑岩が古生層(?)起源のホルンフェノレスを貫

ぬいている露頭が道の上に出ている.避難小屋の手

前あたりのものは石英閃緑岩というよりも閃緑ひ々岩･･

⑰天神乎夢)弾一ヅクエイ終点呈以築1)で三8命閥で比高55⑪母

を登ってし嚢う

⑧天神乎備泊地駿もあり冬はスキｰ緒刊迂ぎわう

高倉1上iと天榊峠に囲韮れたおわん形σ)くぽみで浅い

雨裂が素1はれている

麗

磯災榊榊逝倣鍬潜は風化ず馳毅鰍碑榊畝祭/眺

いぼいぽの列ができる(ハンマｰの顕σ)力胸)�



一22一

といった方がよいような斑状の半深成岩的見かけである.

その付近の転石が丸っこいのは決して現在の河床にみ

られるように流水の力によって丸く放ったのではなく

玉ねぎ状風化をしたなれの果てである.避難小屋は鉄

骨にコンクリｰトブロック造りでものすごく頑丈だが

中はお粗末である.谷川温泉へ下る別れ道に当ってい

る.

小屋から少し行くと緑っぽい黒色の細粒の岩石がで

つづいてまた花嵩閃緑岩が出る.そして再び細粒の黒

色岩になる.これらは花陶閃緑岩の接触変成作用を

うけた塩基性岩の岩脈である.このあたりから次第に

道は登りがきつくなってくる.こあたりは砂岩と粘板

岩の互層が接触変成作用をうけている.走向傾斜を測

っていると北70｡東70｡南東で互層が比較的整然と

していること先程までのように塩基性凝灰岩を含んで

い狂いこと枚とから奥利根の中生層などに似ていると

いってよい.

一天狗の休場と呼ばれている尾根遣に突き出した大岩の

見えるあたりから蛇紋岩カミ再び現われる.このホノレン

フ溢ルス化は完全ぽ近くなり蒋結晶した直閃石が肉眼

⑩天神鳥根の通称天狗の休場という蛇紋岩の露岩をよく注意してみれば

祇繍口)綱脈がみら貞鳩写蔦では水凧崖制£漁る帥恢湯陸机で叢漏

でも認められるように桂る.天狗の休場の岩の南側に

は注意してみると細かい石綿の脈が蛇紋岩の中を走

っているのに気がつく(写真10)幅わずか数mmである

カミ針のようなものでつっつくと石綿のせんいがほぐれ

てくる.せんいは脈の走る方向に直角に皆並んでい

るのに気がつくであろう.

天狗の休場のすぐ先からまた岩はかわって砂と泥の

中間約桂あらさのシノレト岩の砕片がそのあたりに一は

い散乱している(写真11).肩の小屋まではもうわずか

になった.酉黒尾根の方から登ってくる人下る人で

肩のあたりはかなりにぎやかである.緑色と白色の片

理のよく発達した岩石がちらぱっている.緑色の部分

は角閃石やエピドｰト(緑れん石)緑泥石などという

鉱物からなり白色の部分は石英や曹長石などカミ主である.

おそらく古生層凝灰岩に由来するものではなかろうかと

思われるけれどもよくはわからない.一部には蛇紋

岩があとでホルンフェルスに狂りそのあとさらに断層

運動などでもまれたものもあるらしい.

谷川岳の頂上は二つのピｰクからなっており山麓

でみるその形から別に｢耳二つ｣とも呼ばれている.

手前(南)のピｰクが1963.2mの三角点を持つピｰクで

｢トマの耳｣とも呼ばれている.北側のピｰクは｢オキ

の耳｣と呼ばれ二つの耳の間にマチガ沢の源流の岩

清が食い込んでいる(写真14).

頂上の西側は急だが灌木の生えた滑らかだ斜面で新潟

県側万太郎谷へ向っておちこんでいる.これに対して

東のマチガ沢側は重直にたちわったような岩壁で上か

らのぞき込むのにも勇気がいる.このように東側が急

傾斜で西側がゆるい非対称性1｣｣稜は貝本の山ではふつ

うのことであり恐らく冬期の偏西風による積雪量の差

によって雪食が東ほど強く働くためであろうと考えら

⑩藺黒沢源流1地帯にみられる特異な地形

⑱繊州循頂上村逝から･まないたぐら方固をのぞむ

まないたぐらの頂上は第三紀屑だといわれている�
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れている.また一つにはこの付近に南北性の構造帯

があって弱線の方向がちょうど山稜の方向に一致して

いるために雪食がよけいに強調されたためであるとも

考えられる.

トマの耳の頂上でみる荏がめはすでに天神峠などか

らずっとながめてきたのとそう変りは枚い(写真13).

そこで足元の石に注意してみよう.これが最近ことに

注目を集めている谷川岳山頂の結晶片岩である(写真13).

この結晶片岩はトマの耳をちょっとオキの耳へ向っ

て下りはじめるともうなくなってしまうので全部で

厚さ30mぐらいもあろうかとにかくトマの耳の頂上に

ちよっぴりひっかかった程度の断片的岩体にすぎ放い.

結晶片岩に征る前の岩石の名前でいえば珪質の粘板

岩と塩基性の凝灰岩であって走向はほぼ東西～東北

東傾斜は北へ40度ぐらいである.粘板岩起源のもの

は肉眼的には黒くペラペラはげる片理面の上には

絹雲母が並んで絹糸状の光沢を発している.ざくろ

石も入っている.塩基性凝灰岩起源のものは緑色で

片理は弱く粗い白っぼいざくろ石がたくさん含まれて

おりそのほか角閃石緑れん石なども入っている.

このわずかばかりの結締片岩がどうして注目を浴びてい

るのだろうか.それはこの結晶片岩が三波川変成

帯や三郡変成帯の結晶片岩によく似ていることと蛇紋

岩や結局11`岩の存在から暗示されるような大きな構造帯

(第2図の上越帯)がいまでこそ後の花陶岩に貫かれた

り第三紀層にかくされてしまっているけれどもかっ

て谷川岳を中心とした上越地方にあったことが予想され

ているからにほか泳らない.

蛇紋岩はかんらん岩という岩石に水が加わってできた

ものでそのもとの岩石は地殻の下にある上部マント

ルと呼ばれるところにあっていわぱ陸地はその岩石の

⑲オキの耳からトマψ)耳をジ)ぞむ欄び)深い狩が叩チカ沢でト叩の茸ヴ)左ψ)

屋根が西黒尾根問題の結晶片岩はトマの=目:の頂上だけであるトマの

1目:の右(西)と左(東)とが山腹傾斜が金く異杜り非対称的であることに注意

海の上に浮いているような関係にあると考えられている

のだがその陸地に何かの原因で深い害11れ目が生じると

それに沿って蛇紋岩が上昇してくる.その上昇の途中

でやはり地下の非常に高い圧力をうけて再結晶した

ことによりできていた結晶片岩をかきとってきたのか

あるいはその結晶片岩の中に入りこんだものがあとの

構造運動でいっしょに今の位置にもち上げられたのであ

ろうというのが谷川岳の場合であると思われる.いず

れにしても谷川岳頂上の結晶片岩は蛇紋岩に関係が

ありそうである.

蛇紋岩が入ってきた時期はそれがいつのことだった

かはよくわかってい狂いけれども天神尾根での蛇紋岩

と古生層の分布状態から大たいの見当がつくように多

分古生代のおそい時期のいつかだったろう.その後土

合の近くではじめに見たような中生代(白亜紀)花南岩に

よって貫かれさらに第三紀中新世になって石英閃緑岩

が大規模に入ってきて蛇紋岩をつらぬいたのである.

その後ごめ地域はいったん地表に現われて風雨にけずら

れさらに再び沈下してより若い第三紀層がその上に堆

⑮トマの耳から一一の愈扇(宥)と茂南岳(左)をのそむ

これらの頂､kは第三紀糧がヴ)っていてこれより北θ)新潟県魚沼郡

下の第皇紀鰯の塾底部に勤るらしいとい芸)れている

⑱1}触手頂上φ)緒品片措写真では桝'片理が左右にみえる�
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積した.第三紀の終りから第四紀にかけてこの地方1一

は隆起をつづけたため川津には段丘ができ谷川岳の

東面にみられるような大岩壁がけずリこまれた.

そして氷河時代には氷河とはいえないまでも万年雪

が岩壁の下には厚く堆積する時があったに違いない｡

このころ信州や新潟富山福井などに点在する古い火

山の噴出した火山灰が厚く地表をおおいそれが現在ロ

ｰム層と呼ばれるものになった.

以上が今目観察したことからぱくぜんとえがいた谷

川岳生成の物語である.

水氷雪荏どのカだけで固い岩石にこのように圧倒

的な岩壁ができることはいつもながら全く驚くべきこ

とだ.オキの耳の頂上に立って昆元の音に聞く一

の倉沢の一枚岩をのぞき込めぱひとしおこの感を深く

するにちがい枚い.例の宙づり遭難をはじめ多くの

若人の生命をうぱった｢魔の岩壁｣の名に全くふさわし

い一枚岩が奈落の底へとつづいている(写真16).

酉黒尾根は天神尾根よりは多少急だが谷川岳へ登

子がはっきりしていて周辺の蛇紋岩とちがっている.

こわれかけた僚雪小舎のあるところで尾根は平になる

がその少し尊前に｢氷河の跡Jと呼ばれるところがあ

る(写真鍋)､磨かれた蛇紋岩の一枚岩の上はみごと

な擦疲がついていて本当の氷河の跡もかくやと思わせ

るw)である.待川笹だけで扱く裏日本の豪雪地帯

の山に畔このような擦痕はいたるところぽある岨こ

れ自身が氷河の作りたものであるかどうかはしばらくお

くとしても員本アルプスでのある人の実験によれば

前年の夏に有の表面を誉れいに磨き上げておいたとこる

一冬で擦痕がで慧たという､したがって擦痕だけで

｢氷河｣があったことにしてしまうのは少し早計のよウ

である､

僚雪小舎η前から淳チカ沢へ下る蹴酬新道という遺

もあり悪天侯の時などは吹きさらしの屋根遣をさけ

て沢へ下るのも一法である.'しかし今日は尾根通レに

下ってみよう(写真19･20).

何本かの塩基性岩脈があらわれ平均傾斜は先ほどで

もないがけっこう登り下りの多い道がつづく.短か

い鎖のつけられているところもある.マチガ沢をへだ

ててシンセンの針峯群がすばらしい(写真21).針峯に

食い込んでいる岩清にとりついているクライプｰの姿も

運がよければみられるだろう.シンセンの岩峯は蛇紋

岩よりも侵食に強い塩基性岩脈のためにあれだけそそり

たっているのだといわれている.

ラクダの背と呼ばれているピｰクを越えると道は

森林帯に入る.その少し手前で標高およそ1420mの

ところに谷川岳山体の下部を作る石英閃緑岩と蛇紋

岩との接触部が見えている.まっくろな蛇紋岩が白

い石英閃緑岩に急変するところ祖のですぐ気がつくこ

とだろう.接触部は不規貝I｣だがほぼ北10｡東ぐら

いの方向である.石英閃緑岩は接触部の近くでは細

粒で白っぽい急冷周辺相であり蛇紋岩を貫いたもので

あることがよくわかる.このあたりからは天神平が

よく見える.ロｰプウエイのゴンドラはすぐ目の前を

動いているように感じられるところである.

森林帯に入ってしまえば見通しはぐっとわるくなるの

で景色をみるならこのあたりで一服していこう.湯

槽曾川をへだてて白毛門山笠が岳から朝目岳へと連な

る陵線が美しい(写真22).

西黒尾根のここから湯槽曾川をこえて白毛門山へか

けてはずっと花開岩類である.けさがた土合の駅を下

りてすぐみた粗粒の花開岩と足元の石英閃緑岩との関

係がはっきりみ売る露頭が白毛門山への尾根の上に

ある.そこでみると粗粒の花開岩カミ石英閃緑岩に

つらぬかれていてまた前者が捕獲岩に抵って後者の中

にとりこまれているところもある｡白毛門山から朝目

岳へかけての縦走は待川屠東繭の岩場の観察に絶好の

鰻望台切)で余裕があったら是非やってみるとよい,

花筒岩地城と舵紋岩地域の岩石の差による地形の差が

歴然とみとめられることにおどるかされるであるう右

森林帝紀入ると遣はグングン下1〕だし雨水で緯一ム層

が溝状にえぐられているのでたいへん歩きはくい｡

有英閃緑岩は玉ネギ状風化をした転有としてちらばっ

ているだけで本幾の露頭はずっとみられ低い｡

いいカうげん三ヅやになく･てからだ中汗びっしぶりに匁

る瞭突然のようぽトプソク遺跡にとびだす｡有へ行､

けば獺一でウ五イの起点護でほんのわずかで弗る｡途

卿遺跡の削)偽に府英閃緑岩のカ:シテ,インクがある｡

肩央閃僻砦を採集する挙ら三こが一番よいであろう･

(筆者は地質部)�
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⑯素勢の耳から一の倉沢を見下ナ河,廉の

白く見えるあたりは石英閃緑岩で地形が

急峻に立つようになると蛇紋岩源のホル

ンフェルスである

⑩i箇黒星根からみたオキの=目二と

マチガ沢上部の揚壁

⑭藺籍雌根の途中にあるr氷河口)跡.1磨かれた忠

盛の上にみごとな擦腹がある

⑮

酉黒尾根から谷川岳頂上をみる右がオキの坪左がトマψ)罫でその1制に

入る沢がマチガ沢であるトマの軍σ)頂上をのぞきすべて蛇敏萩原のホル

ンフ竺ルスである

耐黒尾根からシンセンの針刺洋をのぞむ

こσ堵峯はこの付近に密錐する塩基性絡

1脈から柱るといわれている

悩総定根を見下す森林限界に入る手前のビｰク(ラクダσ)背

と呼ばれる)のあたりに蛇紋堵と為英閃緑紬)接触榔が観錐

される

⑬ゆびそ州ψ)対j判こある白毛戸舳や笠が艦は朝目届の頂上付近(舵紙一瀞)をのぞきほとんど花開

瑞獅からたりている向毛門川の焔根の11の灘頭で新j11二つの花㈱粋がカ･ることがわかろ�


